
Okinawa To 沖縄
Uchinanchu Business



故郷沖縄を遠く離れ、原始林を伐採し、農地
を作り、種を蒔き作物を実らせた。
手を休めると開拓者の想いは故郷に還った。



67年の歳月が過ぎ、森林は大豆、小麦畑に変
貌し、ボリビア有数の穀倉地帯に発展した。



そして・・開墾されたウチナーンチュの
農場から故郷に、移住者の想いが届いた。



ウチナーンチュによるウチナーへの輸出…
俺たちにしかできないプロジェクト。

たった20トン。
しかし、先駆けの20トンになるはずだ。



『 Okinawa To 沖縄』は先駆者達の想いと
ウチナ―ンチュを結ぶプロジェクト。



Okinawa To
沖縄

ボリビアのウチナーンチュ
が生産した大豆や小麦などの
「産品」を沖縄や世界のマー
ケットに輸出していくことで、
ウチナーンチュによるオキナ
ワ移住地と沖縄県の経済活性
化、そしてビジネスを通じた
人材育成を目指す。

将来的には世界のウチナー
ンチュへと拡大させていく。

とは？

Misión

社会的意義を持とう



Okinawa To
沖縄

目指す姿

1. 母県との経済交流によって、ボリビア、
そして世界のウチナーンチュと沖縄県
の経済交流に寄与する。

2. 沖縄企業の海外進出及び製品・技術の
普及に協力し、母県の経済活性化に寄
与する。

3. ウチナーンチュ・ビジネスの新たな展
開を創作し、持続可能なビジネスを開
発する。

4. 新規事業の展開によって新たな人材を
育成する。

Visión 



事例

▷ 今年1月末、ボリビアの県系人
移住地「コロニア・オキナワ」
から牛の飼料用として、
Ishima.SRL社を介して、CAICO
から約20t/回の全脂大豆が石垣
島で石垣牛などを生産・販売す
る農業生産法人ゆいまーる牧場
（石垣市、金城会長）に直輸出。

▷チリで船積み・出港し、台湾経
由で石垣港に到着。

▷本取り組みにより、輸入コスト
を40%削減。

▷定期輸入により、石垣の農家を
巻き込む意向。

オキナワから沖縄県へ牛の飼料として大豆20トンを輸出
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沖縄県内、日本国内でも注目されています。
テレビ（沖縄NHK,OTV,QAB,RBC） 新聞（沖縄タイムス、琉球新報など）
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沖縄県の玉城デニー県知事に報告文章発信

ボリビア沖縄県人会、
オキナワ日本ボリビア協
会、 CAICO組合連名で
3月1日に沖縄県の玉城
デニー知事に報告。
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1. CAICO組合、オキナワ日ボ協会、県人
会、JICA、関係者で話し合い、プロ
ジェクトチームを編成し、プロジェク
ト始動に向けて本格的に進めて行く。

2.７月にオキナワ移住地と沖縄県をつな
いで、プロジェクト推進のためのセミ
ナーを開催する。

今後について
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